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１．研究開始当初の背景 
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田晋の両氏 , フィンランドから  Samuli 
Siltanen 氏が数値計算部門を担当した. ま
た多様体の計量を定める問題においては, 代
表者と英国の Y. Kurylev, フィンランドの 
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Numerical test (3D Inclusions)
Test problem
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のような結果が得られた.   





さらに一つの end においては計量が一致し, 
また S行列もすべてのエネルギーに対して一
致するものとする. Waveguide のモデルの場
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